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電子内視鏡の光学系より赤外光カットフィルターを除き，光源の回転式フィルターに，波長569 (G) , 650 (R) , 
805nm (1 R) にピークを有する band pass filters を装着した。コンピュータ画像解析装置を電子内視鏡に直結し
た。粘膜血行動態の解析には，反射散乱光に関する Kubelka-Munk の法則より， 3210gz (Vir/Vg) , (Vir, Vg は
それぞれ，ヘモグロビン等吸収点である805nm， 569nm を含む 1 R , Gの画像信号の強度)を粘膜ヘモグロビン量







indocyanine green (1 C G) をカニューレより逆行性に注入し血管陰影の変化を観察記録したo その結果，生食に
より血管陰影は逆行性に減弱消失し， 1 CGの注入により増強したことから本法では胃の静脈系が主に観察されるこ





行った。電子内視鏡を挿入し，画像解析により 321og2 (Vir/Vg) 値を算出するとともに，反射スペクトル解析法を
用い粘膜ヘモグロビン指数(IHb) を測定したところ両者には良好な正の相関が見られ，電子内視鏡画像解析により
粘膜ヘモグロビンの分布の解析が可能であることが示された。
E. 喫煙の胃血行に対する影響の 3 次元同時解析
雑種成犬10頭を絶食の後麻酔し，電子内視鏡を挿入し，胃体下部粘膜・粘膜下血行の画像解析を行い，さらに反射
スベクトル解析法により IHb と胃粘膜ヘモグロビン酸素飽和度(I80 2 )を測定した。市販のたばこ(ニコチン1.3
mg/本含有， high nicotine cigarette 以下HNC と略)または低ニコチンたばこ(ニコチン O .lmg/本未満， low 
nicotine cigarette 以下 LNC) の煙を 2 呼吸に l 回， 25ml ずつ 3 分間吸入せしめた。吸入開始後60分まで上述の如
く胃粘膜，粘膜下の血行を経時的に検討したo その結果， HNC , LNC の両群で321og 2 (Vir/Vg) 値， 1Hb, 
1802 は20分間にわたり低下しその後前値に復したo この間，粘膜下静脈径の縮小がみられた。しかし両群間でこれ


















粘膜下血行動態を解析し更にこの変化には， endothelinーし P G 1 2 が関与していること，タバコ中のニコチン
含有は関連がないことを明らかにした。
本研究は，従来不可能であった胃粘膜・粘膜下血行動態の非侵襲的な解析を可能とし，各種消化管疾患(癌，漬蕩
など)の病態生理機能の測定や診断への応用と，その有用性を明らかにした点で学位に値すると考えられるo
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